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後 前〗施 貸か JtJレ思関運 疫

期 1期し
＇ 植岩し ジで村 成て肱整と

， 次期るっ i•想係転こ目週［看ミ ぇつてこが‘で名さ‘栄備も一
＇ 、まの間こていルのの者の的
で四で四す通 と、の周あの運

動の 込つ‘の実現忍称れ一‘をに私

(l.)月の月。り を交実知る雇動 募こ全：
みし湖クににオのま肱大推手た

六三六五 前 目通践徹す主は
‘や畔ラ見肱レ由し川和進をち

日ハ日日，期 的拳を底ぺ、、 施国
全四のブ事栄ン来たオ部しとの

間日間か と
． 固季雑でに部ジは°レ落より郷

と故習をて
°か°ら

そ歩 に交 高に草は育落が‘ ンのう合土
・後・し防慣はのの行』 、、

ら 四期ま止づか者他者 つ通it 校咲 つで育熱 ジ有←つに

五 月 に上すのけりに道‘
総く木当てはつ意 ク志とて誇

月 —‘わ °徹る‘交路運！
い安． 体花を面い吉とが ラ (l.)‘ 生り

- 0 け 底こ正通交転
て全 漕木刈のる野いあ プ方こ活を

艇のり事°ォうれ
日日て，

←にの環も
をとし安通者

まま実
大苗取業 レ意は がよ低境ち

はにい全に‘‘ 会をりと ン味山 結・っどの‘
··.···..............................,鼻．．．．．．、釦‘.．.·-··.·•·.•·········........:... ~_.. ; ...”..．．．．．．．．．．．．．．．．．． ， ．...........................ー・・ ・...................................

(4) 9 (3) ＿（2 )'  
’ i 1，合 菅気 るの動い姦の と一の

(1)施重ずの歩 l

正りに小対たに幼園と、場通し点＜拳行鼠
りこ ．野利な°皆の町互オ更な般た
での ，初正お

し方対学すめ対児児‘附学まを新故者にす運＇ 男氏‘
さ輪づのレにど観め
んをく生ン‘を光‘

いのナ生るのす芸の通近通すお入防皐姦°動 ‘ク
横指るお教安るよ，安学の伽°き

の の広・り活ジ名挙客は

断導自
学止故け の i

・よ育全とぴ全通安芸
．．両副ラ

‘児を，‘る 主
ごげの環の称げのる

(l.) °転び゜％のび小指園全よ 次童目1と運 な＇
氏会プ 協てた境育にて旅は

励．車中
が長で｀

確出学導路施ひ の‘標 iく動．目
カゆめを成ふい情る

行、等学 保し校゜匠設子
．｀選には を<‘改をさるを来

こ園とにの 標
と の巽 と事低．しお等ど と児し子主 は

ばは初 呼計遂善言十わ°な訪

横正 保故学
．れ山代 び画次しるし ぐす

けの忍 がの．‘どな 次
断、し高，護防年 る総の ら保なも目 の

た内会 かで‘‘とく さる

゜中 い校．者止児 児点遊 を籐か老標 と
久長 け．、こ住と湖 め選
綱に て住のみ忍畔

の 乗生 にの童童検び 実匠ん人‘、お
る手

‘和 い民運よにで こや
.............................................,.・・・・・・・今．．．.........,....................................................................,................. -............ 

授に』 し

一．．．．．．．．．．．．．．．ヽ ・・・・・・・・・--・・・・r・・・:・・--・:・..・・・・ .. 
対実及会発し長

賞な苓' • し /{Cび長展‘に昭‘
2, 

さい‘つ理及匠＋就和 香＇消
(6) （5) （4) （3) （2) （1）たのと行後

れて去く事び貢有任三 ）ll 防
停踏普行車姦服締防反信供飲運地め他し楽期歩

ほ消るさを会献余以十
庁 止切及に両よ場り止‘号業酒転城‘の‘期に行

し防二れ歴長し間来二 団長
(l.)に°つのびに°す過無者運追姦次無飲にお者

た庁月ま任 ‘i‘ 団連年 長と官
，励お い点安芸 る積視に転放よの謀酒おけ保

、°長四し°県そ長続四
表 行け て検全け た載 i‘ 対の運び事運運ける護

官日た自消のと四凡 にン彰
のる の整運る め等速す取動職柄転転る運の

t' よ日°治防間し期 エカ
指安1 安備転適 i (l.)の度る締の城を (J_)‘ 串動た
導全 全と管正

り本そ体協郡て団本
指無違指り強に実追速故のめ

功消の消会連消長町
労 ・ ・及確 運高理な 導謀反導と力姦施放度防主 (l.)~9

労防功防評合防に消 ユニ
び認 転速の運 おな‘°‘なけしを違止た指

早， 取と 知道保行 よ運追 酒推るまは反を目導
章会労の議会団就防・ 締ー＇識路護管 び転越 類進飲すか‘主標゜

・え りが館に充員副の任団 り時 の走°理取を違 提°酒°る士．眼
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し．9-っが． 1とこh ］ と 日肱議 なこ明匠へ す集議月 し選のり四せにと議 ・、-.、
よ人ての無との 000し本と川員こうれる選のそ
ヅ残婦形関さ三き

°中員に
青自

した挙場ま年いよさ員都'~
て年決町ののこらく挙関こ しやかか°期合し目に

噂つで心れ点れ年治‘はり議選法との正を心で て長けし 日‘たど地て
つれや道 町県

て私でてをい層意 ‘ま会挙律と選し＇円を
て長府 諏議

投くのい姦重なへ識 特し誤はに法挙い滑い
鷹 行のてな，は長がと方‘おの県 会会
な任はが

票る生るり点選のの
．まの．‘に選昭り任お 議議

を1こ活こま．と挙自高 -, 
にた員，＼よ律を選につの わ期多ら ち退議行挙和‘期よ 員員
°の来つで四挙行そ身 れがく‘ ま職会なが二地はび ： 

J すとにとすし：覚揚 内 91選るて定月をなう近 る溝の本
るを悪が；＇ 0て を：，政 挙囮‘めに推う高な

＇ちなのわ行二方‘市 I I 
よ心い、913 啓＼，高•:\,'

状了県年 とど解れな年自い町 四四
｝の は月愛ら統進ため大 況しゃ三 な匠散るわに治ず村 月月

うに結結\•:,発・虻） •i, 1, 充 i 四十媛れーすめる畢． に‘市月 つよやこれ全法れの ニー
にと果局 す ィ→実．月一県ましる‘とな あ迅町か てつ総とて国の忍｀議 五一
しめと何 る’ の 二日議してたまと選 り挙村ら 来て辞と以い施四会 日日
まてなら｀こ ，， 色 五に会た行めた忍挙 まがで五 ま‘職な来つ行年の・、。

............... _.......ヽ・・・・・...............................................ヽ•.．．..．．．．．．．．．.． ＇ ，＇ , 
2．→ 1.乳 姦てし申ご者受して護の町

................................................................................. 

ち生対町で三日児 た詳下て請存に給‘こ 0者児に本
(l.) や後象公°月時健／お ずしさ児を知は資町の 0に童住町 児 乾しいたけ共進会を計画
他ん二者民 二及康 ねくい童しの通格長手 0対四所で 直[
希°ケ 館 五び相 し f 下は°手てこ知がが当円し人をは
望月二 日場談 さ‘当いとを出認はを‘以有、支手 ．， 。 。さ選定五企
者 l 階 ‘所 ら い肱心をなとし来足‘支四上し昨 紺↑当 。冬香

い別で月け肱
°しす中共川十 午，， 茶天並幾信

ー'’
°川 受ぃ思てるを保給人を‘年 ,... ＿ 後 せ 町姿け方いお制し設し目養義十に ど白ど

て°旬進町
．と生の会に

，，ケ ＼ ）一;'¥ • •'- I 役 1 取はまり度て者てか育務月 つ んどん つ産側を於
月 時 ，＼ 場ーる，、すまで‘か芸らし教一 こんこ て者に四い

．｝ま ［ I.  し、 •こ・．
1, 、ヽで;:・;し，＼ I、；：：：：：‘;，，;＇，’ 

． 住 よ早がすすはらり一て育日＼ • おは開月て
r 民 う <‘1(l.) 9じ申ま入い終よ 七七

＇畠、．:..面 1 9 1 1係 に申まで該め請す月る了り
］ て 、 ””百 百 い今催下幹

• g g てよの旬し
ま ｛い に し請だ‘当てを゜，額保前本 下り予 iい......,● ● ●疇蛤疇・ •鼻島●●..ら．．＊ 9. ．．．；．會・・ s. ．．‘• •ゃ•・ • II ••. `．．．．． i. 9. ：．＊ 9. ；．．．．．．．．．．．9ふ・・・・・・・:-.............: :............... "":..................... -......... -.................、.．．．．.，．.．.．．．．．.．．．...．.．.．...．..．..．.．...．.........

"'.:" +" ＂ ＂ "がい哨 がれけ 間，配いし中しう時自中内とのまはま か力が内
＊た有基ま社て社茂は白 + でばで手程だは状ま痛い°期分合障い病う手た水ゆが濁障目 唯老
+ `し会下会雄‘石会香+ き支す術度い無態いくよ目をの診とう気治術あ晶く落つとを
とにした福さ福さ先部福典+ ま置が後のた用ででてうの相生察診のの療にり体もちてい＾ヵ 一人
言釦川°祉い祉んに落: + すな‘は入いで手す患に手談活を断でよ法よまのあてくうメ
.，1つ用え協協と學に亡の祉返，＼ギ＼ °く調レ院二す術力者思術な状受さはうでっせ濁りいる、のラ

(/_)性

+て直社議議凜送な三事し+.， 日節ンで‘°がらがいとさ態けれあにすてんりまく病はに：治白
+いこ会会会金のらら好業を+ 常用ズす三 行 ‘1目まいるとてたり早°水．かをせだ気レた猜｛内
!:る遣福でへ壱たれれノ‘へ止+ 生のかみ日 な少をすうの合進らま期こ晶らくんけでンと
+ 1°志祉は寄万めたたナ + 活メなまの わし動がとがわ行‘せにの体‘い°ですズえ i法障
＋ 1 にのこ附円役香御工寄め+ をガくす安 れのか‘たよせ状そんす手を唯と 別° ＾ま 9よ(/_)
報たれさ也立典主さ附社+ 送ネな°静 ま痛しもいいて態のかれ術と一め に症水す
いめをれをてを人ん ; I るをつ と すみたしへで手を後らばはつのる 痛状晶と i 手

+'` :/1:f,f,,f :fl==ll==#=f=IF=IF=ll==l/::fl=:fl=嘩+ こかた 二 °心ら手んし術知と‘よーて手薬 くは体‘術f
とけわ 週 心な澁術恐よのりき白い般し段は 心視シ白
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昭和46年3月8日市
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※材料の都合により

ります。

肱川町立学校給食センクー

ョーロッバの諺に，「卵ひとつはなんで，もないo2 

つはとても体によ因 3つなら十分だ。9̀4つは多すぎ

る。 5つになると命にかかわるo」とい‘》-心がある。

おそらく毎日食ぺることを前提としたこぶである,o
（価）託算すると， 3個以であ鑓＇：：＇たん白

賢脂肪，ピ？ミン類も多皇で，朱養価値の高い食品

ことかわかるが，、しかし命たか外わる理由はわ
. ・.;.・.,.．て }E..,

からない。•

これはコレステロールに対する警告ではないかと思

コレステローJレ含有量は，卵質脂質の筏ぽ5
. e”`  

~6  ％に達する。

卵黄1個匠は270~36 0”l'含有されている。
5個では1,3 5 0 ~1,8 00叩であるo吸収率を 30 

％として， 405 ~5 40呵が吸収されていくし、ことに

なるから，長期間にわたり毎日食べていたら血管の硬

化ひいては高血圧症をひきおこす原因となるだるぅ。

この諺は鶏卵の食用，栄養価値をズバリいいあててい

る 。‘
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耕
稲
的
対
策
を
ま
ず
考
え
よ
う

現
在
の
町
内
の
乳
牛
六
一
戸
、
二
三
．
日
本
睛
、
ヤ
マ
ピ
コ
、
ク
サ
ナ
ギ
、
金

i

掃
除
を
し
て
下
さ
い
。
特
に
石
油
ス
ト
~
前
に
は
こ
の
薬
を
散
布
し
て
下
さ

~
や
過
湿
の
時
も
発
生
古
゜ド
＇
，
九
頭
内
搾
乳
牛
一
〇
八
頭
一
ヶ
月
]
南
風
の
七
品
種
で
し
た
が
、
金
南
風
は
丁

l
プ
は
使
い
始
め
に
調
子
が
悪
い
と
持
[
い
O

カ
ィ
ガ
ラ
虫
笙
に
は
、
工
ル

パ
印
エ
キ
病

[
降
雨
が
続
い
た
り
、
葉
が
湿
潤
状
態
・
・
の
平
均
乳
量
三
六
、

0
0
0
k脂
肪
漿
励
品
種
か
ら
除
外
さ
れ
る
見
通
し
が
．
っ
て
来
ら
れ
る
方
訊
あ
り
ま
す
が
、
そ
．
サ
ン
乳
剤
、
黒
点
病
に
は
ダ
イ
フ

貪
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
早
目
に
品
種
~
の
ぼ
と
ん
ど
の
方
の
ス
ト
ー
プ
が
石
油
；
ヮ
水
和
剤
等
で

B
H
o

鬱

D
D
T
o
`

3

率
平
均
―
―
-
、
八
％

~
の
時
に
発
生
が
多
い
。

、
：
ド
リ
ン
剤
等
は
使
用
禁
示
で
す
か

ら
選
定
を
し
て
姦
き
ま
し
ょ
う
0

:
が
残
っ
た
ま
ま
し
ま
っ
て
お
ら
れ
て

以
上
の
よ
う
な
諸
点
に
つ
い
て
対
策
を
[

た
て
た
上
で
、
次
表
に
示
す
薬
剤
散
布
~
＿
肥
育
部
一
．
次
に
酒
米
に
つ
い
て
は
、
四
十
五
年
度
~
し
ん
が
ペ
ト
つ
ぎ
、
燃
焼
が
悪
く
た
っ
；
ら
、
自
家
用
と
い
え
ど
も
使
わ
な

；
）
同
じ
で
、
ア
ケ
ボ
ノ
、
松
山
三
井
、
~
て
い
ま
す

0

使
い
終
っ
た
石
油
ス
ト
ー
／
い
で
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
野
＇

に
よ
る
防
除
忙
努
め
、
で
き
る
だ
け
低
[

三
月
十
六
日
町
内
肥
育
組
合
長
会
農
林
二
十
二
号
、
愛
知
旭
の
四
品
種
で
・
プ
は
必
ら
ず
油
を
完
全
に
取
り
除
き
出
菜
を
作
っ
て
下
さ
い
。

嘉
性
で
残
効
性
の
短
か
い
農
薬
を
選
ん
~

[
来
れ
ば
、
し
ん
の
手
入
を
し
て
保
管
し

i

0

0

0

0

0

0

0

0

[
を
開
催
、
現
在
の
肥
育
事
業
に
つ
い
」
す
。

そ

誓

し

て

く

だ

さ

い

。

~
加
月
の
集
配
予
定
日

．

．

 

て
の
反
省
と
今
傍
の
肥
育
事
業
に
つ
以
上
の
奨
励
品
秤
を
作
付
け
す
る
よ
う
て
下
さ
い
。

音・・

~
倍

0

倍
い
て
話
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
・
心
が
け
、
梢
費
者
の
芋
む
う
ま
い
米
を

i
~

'ー

一

日

木

大

谷

．

．
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醤
油
の
取
扱
が
一
部
変
り
ま
す
。
面
四
月

"
f
f
藷
船
の
情
摯
か
ら
多
頭
化
肥
育
を
推
咋
i

り
ま
し
ょ
う
。

o
o
f
f
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四

月

三

日

土

谷

口

~
6
1
6

五
走
す
る
こ
と
に
な
り
、
農
協
の
予
託
[

度

剤

．

く

り

乞

誓

さ

ん

に

愛

用

頂

い

て

お

り

ま

す

幾

協

加

月

六

日

火

月

野

オ

ヤ

プ

濃
＂
事
業
の
拡
大
を
は
か
る
と
と
も
に
、
~

｀
に
四
月
か
ら
病
害
の
発
生
が
多
く
~
和

”
f
l
I
I

水

f
l
f

素

牛

の

導

入

に

つ

い

て

及

び

共

販

体

部

竺

吾

虫

と

予

防

菩

油

の

取

扱

を

今

ま

で

、

八

重

栗

工

垢

・

四

月

八

日

木

宇

和

川

南

びよ

な
り
、
防
除
は
農
薬
に
た
よ
り
す
ぎ
る
[

ロ
か
ら
直
捺
配
逸
を
致
し
て
お
り
注
し
た
印
月
十
三
日
火
宇
和
川
北

制
の
確
立
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
i

ー

ス

マ．

ぉ

傾

向

忙

あ

る

た

め

に

、

農

薬

の

公

害

問

[

剤

マ

ク

o

．

フ

ッ

フ

f

l

j
組
む
こ
と
と
し
、
飼
料
の
供
給
の
問
く
り
の
宰
虫
に
は
ず
い
分
頭
を
い
た
め
．
が
、
今
回
取
扱
要
領
が
一
部
変
り
ま
し
四
月
十
五
日
木
大
谷

薬

題

・

忙

ま

で

お

よ

ん

で

い

る

。

＂

“
頸
に
つ
い
て
も
、
そ
の
取
扱
要
領
を
て
お
ら
れ
る
向
き
が
多
い
と
思
い
ま
す
て
製
品
の
配
達
、
集
金
は
す
ぺ
て
購
買
四
月
十
七
日
土
谷
口

イ
レ
＂
ィ

fl

除

谷
年
に
な
っ
て
眸
に
天
牛
の
害
が
見
受
．
課
で
取
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

E
涌

り

二

十

日

火

月

野

オ

ヤ

プ

M

ス

M

』
順
備
中
で
す
。

防

気

象

や

肥

培

管

理

を

媒

視

し

な

い

で

板

，

ク

ク

タ

力
良
い
環
境
に
改
器
し
た
上
で
、
薬
剤
[

喜

こ

ん

0

0

．
思
い
き
っ
て
、
多
頭
肥
育
に
つ
い
て
け
ら
れ
ま
す
。
例
年
エ
ン
ド
リ
ン
乳
剤
今
後
と
も
尚
一
層
の
御
愛
用
を
お
願
い
四
月
二
十
二
日
木
宇
和
川
南

誓
の
効
果
を
高
め
る
よ
う
に
望
み
た
i

o

i

物
き
ゃ
ぺ
つ

0

0

0

．
計
画
さ
れ
る
向
は
各
抽
区
の
肥
育
組
｝
で
防
除
を
続
け
て
来
ま
し
た
が
、
こ
れ
．
致
し
ま
す
0

楼
油
の
配
達
日
等
に
つ
い
・
四
月
二
十
七
日
火
＇
宇
和
川
北

い

は
く
さ
い

0

0

合
長
及
び
農
稿
畜
産
指
導
部
へ
御
相
等
薬
剤
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
の
]
て
は
今
迄
の
要
領
に
準
じ
ま
す
が
、
す
四
月
―
―
―
十
日
金
大
谷

i

作

m
ペ
卜
病

な
す

O
O
i
.
.
0
.
、

'
1

6
·、
・
談
下
さ
い
。
そ
、
使
用
出
来
る
リ
ン
デ
ン
乳
剤
で
早
[
ぺ
て
予
約
お
願
い
致
し
ま
す

o

予
約
取

~
O

゜
o
゜
o
o
゜

j

ピ
ー
マ
ン

0
0
0
0
.
O

丁
ー
ー
・
5
1
i

目
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

□

編
は
婦
人
部
役
員
さ
ん
に
お
願
い
い
致
し
~
醤
油
配
嫁
予
定
日

．
生

か
ん
水
な
ど
で
下
葉
の
事
へ
土
粒
が
~

は
は
ね
あ
が
っ
て
発
病
し
は
じ
め
、
こ
~
．
寄
と
ま
と

0

0
-
0
 0
0

」
-
＝
月
四
日
九
州
高
千
穂
よ
り
六
即
叉
く
り
の
実
を
喰
い
あ
ら
す
モ
モ
ノ
ゴ
~
ま
す
が
、
瓶
詰
作
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、
．
四
月
二
日
金

の
時
期
に
曇
天
や
降
雨
の
日
が
続
く
~
、

[

含

ゅ

う

使

0

0

0
 0
 •• 

0
遵
入
し
注
し
た
、
下
さ
が
や
、
大
谷
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ
に
新
ら
し
ぐ
仲
間
入
り
・
配
瀦
予
定
日
の
三
日
前
ま
で
に
は
必
四
月
゜
九
日
金

と
か
日
中
の
低
涸
で
地
洞
が
低
く
．

・
中
居
谷
、
石
丸
で
肥
育
さ
れ
て
お
り
し
芍
し
た
害
虫
が
発
見
さ
れ
て
居
り
ま
~
ら
大
申
込
書
を
本
所
購
買
課
に
届
く
匝
月
十
六
日
金

す
。
こ
の
こ
と
応
つ
い
て
は
、
二
月
ニ
・
様
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
0

代
金
支
四
月
二
十
二
日
金

病
病
病
．
病
病
~

夜
間
は
比
較
的
漁
度
や
、
湿
度
の
高
i

い
状
態
で
、
草
勢
が
弱
っ
て
い
る
場
~
ピ
ク
病
＂
ま
す
。
＂

,
．
，
・
・
日
の
新
聞
で
御
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
~
払
方
法
が
貯
金
振
替
で
森
願
い
す
る
こ
~

ト
カ
カ
ソ
腐
キ
，
~
．

合
に
発
生
し
や
す
い
。
特
爬
ネ
禽
め
~

・
す
が
、
こ
れ
は
、
‘
‘
、
ド
リ
ジ
ン
ク
イ
ガ
~
と
忙
な
り
ま
す
の
で
、
申
込
者
氏
名
は
~

ベ
厄
[
”
軟
工
，
ロ
ロ
／
口
[

遊
走
子
は
葉
の
水
滴
で
移
動
し
、
夜
~

と
い
っ
て
築
波
銀
寄
の
中
生
に
特
に
多
~
世
帯
主
名
で
森
願
い
し
ま
す

0

定
期
集
，
i

間
に
発
病
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
~
．

~
く
、
ゴ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ
よ
り
早
く
か
ら

[
i
と
、
醤
油
配
達
は
別
に
行
い
、
積
合
，

~
う
ま
い
米
作
り
対
策
＇
．

.

.
9
,
•

発
生
し
、
イ
ガ
を
食
っ
て
実
に
入
る
と
ー
~
わ
せ
配
造
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
[

湿
度
を
で
き
る
だ
け
少
な
＜
す
る
と
~
一
酪
農
部
＿

良
い
。

゜
~

冒
は
れ
ま
す
0

防
除
時
期
は
六
月
中
旬
i

点
も
よ
ろ
し
く
苓
願
い
申
し
上
げ
さ
す
"

て
は
一
＿
一
月
九
日
役
員
会
〗
米
の
栢
涵

E
的
な
過
剰
に
よ
り
本
年
も

二
酪
農
部
に
苓
い
．

岡

灰

色

カ

ピ

病

薔
大
巾
な
生
産
調
整
が
さ
け
ば
れ
て
ぷ
吋
ら
下
旬
に
計
画
し
た
い
も
の
で
す
。
＂
夏
野
菜
の
播
種
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
~

幼
果
の
先
に
残
6

て
い
る
花
弁
に
病
：
を
開
催
し
四
五
年
度
の
実
績
を
検
討
し
'
‘
’

`
｀
、

O
iが
か
る
情
勢
下
に
あ
っ
て
．
；
こ
の
防
除
が
徹
底
す
れ
ば
、
減
収
は
大i
最
近
野
菜
の
残
留
農
薬
の
問
題
が
強
く
~

原
菌
が
荒
き
＼
果
実
に
侵
入
ず
る
。
丁
来
年
度
の
事
業
計
画
等
に
つ
き
話
合
い
買
S

ま
す

i

今
後
の
稲
作
ば
、

9
ま
い
米
（
寄
れ
而
に
防
止
出
来
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
ぃ
規
制
さ
れ
て
姦
り
ま
す
0

今
迄
は
土
壊
i

た
。

ペ
ト
病
と
同
じ
く
天
候
不
順
で
多
雨
て
ま
し

．
~
線
虫
に
は
ア
ル
ド
リ
ン
粉
剤
、
ヘ
プ
ク
~

匹
来
)
パ
の
品
種
＼
選
定
価
良
品
種
へ
；
う
。

の
年
に
多
く
、
降
に
朝
夕
急
に
冷
え
五
昨
年
県
及
び
産
業
課
の
指
導
に
よ
り
県
、
．

i
粉
剤
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
今
年
か
ら
~

で
す
。
~

込

ん

だ

時

等

に

多

い

。

丁

有

牛

と

し

て

宜

0
頭
導
入
し
ま
し
た
が
、
エ
ク
統
一
を
は
か
り
た
い
も
め

~
は
す
ぺ
て
の
作
物
に
こ
れ
等
の
薬
は
使
[

固

キ

ン

カ

ク

病

i

い
づ
れ
も
成
育
は
良
好
で
ー
す
。
J

'

ヽ
丁
良
質
米
で
も
品
種
七
数
量
的
に
ま
と

]
U層
ー
ー
ー
ぽ
」
・
1

~
用
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
公
か
~

ら
な
い
と
自
主
米
の
傍
刹
販
寄
に
i

被
害
部
に
灰
白
色
で
綿
状
の
菌
糸
を
虚
向
四
十
六
年
度
も
農
函
叩
牛
毎
に
よ
り
＝
l

l

．シま

ら
は
、
こ
れ
に
変
つ
て
デ
イ
プ
テ
＼
レ
ッ
~

、
す
び
／
會
つ
か
な
い
場
合
が
有
り
ま
す
心
愛
用
さ
れ
た
暖
房
器
具
も
、
院
つ
阿
つ
~

つ
く
る
0

低
音
時
楚
植
す
る
と
発
[
+
頭
て
い
ど
導
入
を
計
画
中
ャ
、
安
定
し
』
む

、
．
そ
こ
で
本
県
の
漿
励
品
種
は
ア
ケ
ボ
元
取
り
は
ず
さ
れ
る
時
候
に
賊
り
ま
’
し
た

3
[

ク
ス
粉
剤
を
使
用
す
る
こ
と
忙
な
り
ま
~

生
が
多
く
、
日
中
の
拙
濡
低
下
は
発
~
た
酪
農
経
営
を
め
ざ
し
て
努
力
を
す
る
~

ヽ
~
し
ま
わ
れ
る
時
に
は
、
必
ら
ず
器
具
の
~
し
た
の
で
線
虫
発
生
の
多
い
畑
に
は
播
種
一

~
桧
山
三
井
、

病
を
助
長
す
る
。
ま
た
、
排
水
不
良
＂
こ
と
に
な
り
ま
し
た

t

喜 讐
協
芝
よ

lJ
応4¢、ぎ、 Zグ

J
2
 

[/：,~：産ニニ／□
＠
安
心
し
て
使

え
る
経
済
飼

料
。

攣
成
分
の
パ
ラ

ツ
キ
が
少
な

＜
、
い
つ
も

同
じ
栄

配
分

鋤
き
び
し
い
品

質
管
理
で
安

定
し
た
品
質

ぐ
ん
ぐ
ん
育
っ

．
て
豊
か
な
経
営

大
谷

ォ
ャ
プ

宇
和
川

中

津

予

子

林
谷
口
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7
入）

し＼

地

の
用
等
を
供
す
る
こ

と 機に ク ヽ イオイ Jレ

一
八

噂
一
％
で

。
九
％
（
出
荷
―
―
―
て

0
%
、

．
御
売
手
数
量
五
九
％
）
で
あ
っ
た
。
．

：

・

ら

な

ど

で

、

昨

年

の

四

月

忙

行

な

策

中

い
わ
た
調
査
と
比
較
し
て
、
卸
、
小
売
：
い
た
0

協

・
価
格
差
が
わ
ず
か
に
減
少
し
た
筏
か
而
す
る
事

[
需
要
の
動
向
お
よ
び
抽
城
の

i

は
大
差
な
か
っ
た
。

[

農

紬

法

施

行

令

の

一

部

改

正

．

即

応

し

た

農

業

生

産

の

転

換

、

~
政
府
は
二
月
十
二
日
の
閣
際
で
、
」
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
某
＊

{
農
抽
法
旅
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
•
項
に
つ
い
て
協
諮
検
討
を
行
な
う
も

□
政
令
を
決
め
、
十
三
日
公
布
し
た
。
〖
の
で
、
今
回
は
事
膀
等
局
か
ら
間
係

~
こ
れ
は
、
患
抽
改
革
に
よ
り
国
が
＂
資
料
に
つ
い
て
評
明
を
行
な
い

」
強
制
買
収
し
、
た
主
た
主
小
作
人
が
ぃ
な
ら
び
に
意
見
の
開
陳
が

~
不
滴
格
考
で
あ
る
等
の
狸
由
に
よ
り

i
た
。

i

売
渡
し
を
行
な
わ
夜
い
で
、
固
が
管

~
理
し
て
い
る
園
、
こ
れ
・

~
を
公
用
、

相
当
で
あ

六

行
今
の
改
正
を

。

い

、

六

条

に

不

要

地

だ

い

こ

ん

浦

だ

い

こ

[

9

の
対
策
と
し
て
次
の
も
の
を
追
加
す

ん

、

だ

い

こ

ん

）

、

匹

ん

じ

ん

る

こ

と

と

し

た

。

、
キ
ャ
ペ
ッ
、
含
ゅ
う
り
、
ば
れ
い
．

m
市
街
化
区
城
、
市
街
地
の
区
城

．
し
ょ
、
た
主
ね
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン
の
十
叉
は
市
街
抽
化
の
傾
向
が
華
し
い
区

・
一
品
目
匠
つ
い
て
、
産
地
か
ら
消
費
こ
威
内
に
あ
る
士
紬
等

｀
抽
に
至
る
価
絡
の
追
跡
を
行
な
っ
た

・
5

災
寧
忙
よ
り
農
紬
筈
と
し
て
和

も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
岳
目
、
戸
土
す
る
こ
と
が
苦
し
く
即
難
叉
は
不

[
小
売
店
匠
よ
っ
て
若
干
の
差
異
が
あ
．
適
当
と
な
っ
た

．
る
が
、
平
均
と
し
て
み
る
と
、
小
-
牙
[
国
そ
の
他

．

価

格

に

対

す

る

者

手

取

り

割

合

〕

加

の

農

~
は
五
一
，
0
％

．
で
約
半
分
を
占

＂
め
、

い
こ
と
が

に
供
し
た

の
創
殷
文
は
士

の
刹
用
の
増
進
の
目
的

の
を

．．．慟．．．．．．` ｀．．亀•........● 9 ＊ヽ...・・・・・“.．．．．.............................、...．.．．．．...`．.、.．．....

と

が

相

当

と

駆

め

ら

れ

る

場

合

．

・
（
い
わ
ゆ
る
不
要
抽
昭
宗
し
た
場
[

・
合
）
に
は
、
旧
所
有
者
に
売
り
払
う
~

林

省

は

野

の

流

通

段

階

別

価

．

こ

と

と

な

っ

て

い

る

法

弟

八

．

[
格
追
跡
調
査
を
一
丹
二
千
日
お
よ
び
．
十
条
、

．

一

十

九

日

に

実

施

し

た

。

そ

の

．

し
た
。

（別

BTN  品 目 名

。
0 2 

り1.0 3 

△ O 2. O 

0 7. U 6 

O 6 

1 7. 0 3 

1 7.0 4 

l 7. 0 5 

1 8. U 6 

1 9. 0 8 

△ 2 0. 0 2 

△ 2 1. 0 7 

2 2.0 2 

2 2. O 8 

2 3. O 1 

△ 2 7. O 1 

2 7.0 2 

2 9. O 5 

3 3 (》 1
3 5 0 5 

3 8. 1 2 

8 4.0 5 

△ 8 4. 5 4 

8 5. l 3 
8 5. 2 2 
合計

生きている牛＇

きている豚

豚肉

カッサバいも

いもを除く）

カッサパいも

（飼料用カッサバ

キャンデー，キャラメル等

チョコレートかし等

ビスケット，クッキーおよびクラ

ッカー

マッツ~ポテトおよびホテトフレーク

スイートコーンの

ネクター

エチルアルコール

魚粉および魚かす

（ 

炭を除く0)

亜炭

メントール

はつか油等

デキぶトリン等

仕上げのり

クービン

デイジタルアナログ変換器および

アナログデイジタル変換器

よび：：：ール

よ

価
格
の
割
合
は

農

四

る

（
別
蛤
認
緬
讐
関

係

閣

つ
い
て

月
十
九
日

協

朦

会

4
 
4 5年

＂ 
”
 
46年

fl 

”
 

等

......................................................................... 

（注） 1． △印は， BTN番号で一蔀を自由化する

ことを示す。

品目

4 6 

[
を
こ
の
筏

野
菜
の
価
格
追
跡
調
査

る。

） 以上の自由化の実施に当っては戸吋日

別を行なっている国からの輪入匠ついて，

ガット忙則り，均てんさせないことがあり

うる。

豚
肉
な
ど

品
目
の

を
決
め

五
品
目
の
部

画もも体化上 め討てさのきで諮府動等年
今通のの的すをこ士をもら自てに会はをの度

四と回りでとなる四のし続‘に由い‘を‘展自農
年森のす‘す品こ十閣たけ自残化る自開ー開由
以り自す政る目と六僚°る由存を牛由き月し化対協
降で由め府←をを年顆 ←化輪決｀化‘十て忙策は
のあ化らのと明目九会 との入定膝す四九参反と‘
り決れ自の年途月で 申促制す肉る十日り対併昨

注定て由決早と末ー し進限るなも六自まし行年
すのお化定々し主二 合忙品とどの年由してし末
°内り言十に決‘で十 わっ目と二と九化た強ての
施な容主画基定そに品 せい匹も十し月閣が力、四
状苓はすはづすの自目 をてつ陀岳て末僚‘な豚十
況‘別°計くる具由以 決検い一目生注協政渾肉六

，．、．．．マ・・・・・．”.．．^シ、‘.“.,v ●..、、ヤ令‘` ＊．．會← +會•゜＾ ．．．．．．．→ ｀ ・ •ム＊...急｀如・・“^．．．

自由化実施状祝 残存輸入制限品目数 通を

年 1O月 1日 2品目 1. 1 8品目 塁
2月14日 9品目 1 0 9品目 す

4月 1日11品目 °で
9 8品目

＾に
9月 1日 8品目 9 0品目 S 悠

1月 1日lO品目 8 O屈目
M 理
ッす

4月予定 20吊目 6 0品目 る

9月予定 2 U品目 4 O品目 と
っ
ぎ＇

の

由制のい昨
化限とて年
を吊お決九
進目り定月
め匠決さ十
るつ定れ日
よいすたの
てる方問
も°針係
引なに閣
る続お某僚
もき ‘づ協・
の一残ぎ胸
と層存‘会
すの輪左陀
る自入記ふ、

゜

．
 

2

3

 

化
含
む


